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研究成果の概要（和文）： 

 レヴィナス、リクール、デリダ、アンリ等の現代フランスの哲学者の思索を通して西田や田

辺の哲学の組織的な再解釈を行った。とくに、西田と田辺における｢自覚」概念とハイデガーの

影響下で現代フランスの哲学者たちがそれぞれに展開する｢証言」概念を突き合わせ、そこから

双方で展開されている身体性、社会性、歴史性に関する独自の考察の哲学的・今日的意義を引

き出すことができた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 In this research project, we made a systematic reinterpretation of the philosophy of 
the Kyoto School, especially that of Nishida and Tanabe, through the comparison with 
some French contemporary philosophers (Lévinas, Ricoeur, Derrida, Henry, etc.). A 
special attention was paid to their concepts of “self-awareness” (Kyoto School) and 
“testimony” (French philosophy). With this approach, we succeeded in understanding 
philosophical and actual significations of their singular thoughts concerning 
corporality, sociality and historicity. 
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１．研究開始当初の背景 

 

  本研究開始時まで、研究代表者は主に現代
フランス哲学の専門研究を遂行し、それを通
して「現代の宗教哲学」のあり方を探る思索
を遂行してきた。他方で、京都学派の哲学の
伝統を色濃く受け継ぐ京都大学の宗教学専
修で学び、教えてきた者として、西田や田辺
の思想から有形無形の影響を受けてきた。そ
して、現代フランス哲学の研究に一通りのま
とまりがつき、先鋭的な哲学批判を内に含み
つつ哲学を遂行するそのラディカルで繊細
な思索を「現代の宗教哲学」へとつなげる道
が開けてくるにつれて、それと連関づけて西
田や田辺の哲学を新たに活用していくため
の方向性が見えてきた。 

 従来フランス語圏では、京都学派の哲学に
関しては、とくに哲学研究という文脈では十
分に取りあつかわれてこなかったし、また翻
訳された著作もごく少数であった。しかし、
研究代表者が早くから助言・指導を行ってき
た何人かの仏語圏日本哲学研究者たちの尽
力によって、本研究の開始時には、京都学派
の哲学の基本概念は、日本哲学という枠を超
えて、仏語圏の哲学者・研究者たちの関心を
強くかきたてるものとなりつつあった。そう
して、研究代表者がフランス哲学研究の文脈
で交流してきた仏語圏の研究者たちとの間
でも、京都学派の哲学を話題にできるような
状況になってきていた。 

  

 

２．研究の目的 

 

 本研究は、1 に述べたような個人的な研究
経歴と国際的な研究環境の双方において機
が熟したのを受けて構想され、実行されたも
のである。その主たる目的は、以下の 3 点に
要約されるものであった。 

 

(1) 西田や田辺の哲学をレヴィナス、リクー
ル、デリダ、アンリといった現代フランスの
哲学者たちの思索を通して組織的に読み直
すことによって、彼らが創始した京都学派の
哲学が、単に西洋哲学と全く別の精神的伝統
の表出なのではなく、20 世紀前半に西洋哲学
を揺るがせ転換させた根本問題を西洋の哲
学者たちと共有し、それに独自の仕方で応答
した「もう一つの現代哲学」という意味合い
をもつものであることを示す。 

 

(2) (1)と関連して、西田や田辺の思索と上記
の現代フランス哲学者たちの思索が、従来の
意味での哲学がそれを根本的に問いに付す
｢非哲学｣との臨界点に立たされ（前者の場合
は非西洋における西洋哲学の全面的な摂取、

後者の場合はポストモダン的状況における
哲学自体の根本的問いただし）、「哲学そのも
のの再定義」を余儀なくされる中で生起した
ものであることを念頭におきつつ、双方で編
み出された特異な方法論的手続きに焦点を
当てた比較研究を行う。その際、京都学派の
側では「自覚」、現代フランス哲学の側では
「証言」という概念に的を絞る。 

 

(3) (1)、(2)に述べた仕方で、京都学派と現代
フランス哲学との突き合わせを、哲学者間の
様々な組み合わせに基づいて、また様々な問
題に即して行い、その成果を西田や田辺の組
織的な再解釈につなげていく。それによって、
彼らの思索が持つ潜勢力を解き放ち、上述の
フランス哲学者たちが先導してきた議論空
間へとそれを導き入れて、今日の哲学的議論
において国際的に共有可能なものへと仕上
げていくことを目指す。 

 

 

３．研究の方法 

 
 本研究は、西田や田辺の思索を現代フラン
ス哲学と単に並列的に比較するのではなく、
比較作業を通してその潜勢力を露わにされ
た彼らの諸概念を現代フランス哲学の議論
空間に導き入れることまでも目指すもので
ある。それゆえ、研究の方法と進め方に細心
の注意を払うことが必要であった。とくに工
夫をしたのが以下の２点である。 
 
(1) 西田や田辺の思索を現代フランス哲学
の議論空間に投入する作業がこちら側の独
り相撲に終わらないように、つねに国際的な
交流と議論を行える機会を作り、こちら側か
らの「投入」の企てに対して、日本哲学に対
する十分な興味と知識をもたない外国人哲
学研究者から直接に反応を得られるように
しておく。そして、そうした反応をつねにそ
の後の研究にフィードバックするように努
める。 
 
(2) このような種類の研究は、どうしても大
づかみで漠然とした対比を提示するだけで
終わってしまいがちである。それを避けるた
めに、本研究では、そのつどの作業において
扱う問題と範囲を厳密に画定しつつ考察を
進めることに最大の注意を払う。「２」で述
べた双方の特異な思索を支える方法論的概
念（「自覚」と「証言」）への注目は、すでに
そうした配慮の一角をなしている。加えて、
ハイデガーに対する大きな意味づけと批判
的関わりが双方を結ぶ共通の特徴であるこ
とを重要視して、双方におけるハイデガーへ
の関わりの重なりとずれを様々な角度から



浮かび上がらせるという手法をとることで、
考察に明確な輪郭を与えることに努める。 
 
 
４．研究成果 
 

本研究の主要な成果としては、以下の 3 点
を挙げることができる。 
 
(1) 現代フランス哲学の諸々の証言論にお
いてさまざまに展開されるハイデガー批判
が、ハイデガーにおける自己の死の引き受け
を通しての本来的自己の「証し」という主題
の批判的受けとり直しという意味をもつも
のであることを明らかにする一方で、西田や
田辺の「自覚」概念が、同じハイデガーの証
し概念を「不十分な自覚」とみなしてその批
判的乗り越えを図るものであることを示し
たこと。これによって、ハイデガー哲学をは
さんで、現代フランス哲学の「証言」概念と
京都学派の哲学の「自覚」概念の間にきわめ
て興味深い並行関係を見出すことができた。 
 
(2)(1)の成果を起点とし、また、本研究で参
照する現代フランスの哲学者たちのハイデ
ガー批判が身体性、社会性、歴史性といった
主題をめぐる独創的な思索へと展開するこ
とを踏まえることによって、1930 年代・40
年代に西田と田辺がそれぞれ彫琢していく
行為的身体論に定位した歴史的世界論の哲
学的意義を解明できたこと。 
 
(3)(2)の成果を基盤として、本研究で手掛け
た比較検討の作業にとって、1930・40 年代の
日本とヨーロッパの双方における思想的・歴
史的状況の検討が重要な鍵になることが理
解できたこと。ハイデガーとヘーゲル弁証法
を独自の仕方で総合した 1930 年代のコジェ
ーヴの仕事が現代フランス哲学を方向づけ
る重要な源泉であることはよく知られてい
るが、西田と田辺の歴史哲学もまた、ハイデ
ガーを意識しつつヘーゲル弁証法をより徹
底化しようとする中で出てきたものである。
双方におけるヘーゲルとハイデガーの総合
は、両大戦間の時代の危機と混迷と呼応する
ものであり、この状況の思想史的意味合いを
さらに究明することによって、きわめて豊か
な歴史哲学的考察へとつながりうることが
予想される。 
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